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教育現場が今、人工知能（AI）テクノロジーによって大きな変革を迫られている。号砲を鳴らしたのは、2022年
末に突如として登場したチャットGPT（ChatGPT）だ。驚くほど自然な文章を生成できることから、悪用を懸念し
て即座に使用禁止を打ち出す学校がある一方で、AIの使用を前提とした社会への適応を図るべく、指導法を見直
す動きもある。チャットGPT／生成AI（ジェネテーティブAI）が牽引する新しい「学び革命」の最前線を追った。

チャットGPT時代の教育
AIは学びの本質を変えるか
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チャットGPTは破壊者か？ 変革者か？
揺れる教育現場
チャットGPTの登場は、教育現場に混乱を引き起こしている。米国では悪用を懸念し、
校内での利用を禁止する学校もあるが、教育をより良いものにしていくために有効な存
在だと考える関係者も多い。

by Will Douglas Heaven (米国版AI担当上級編集者)

チャットGPT時代の教育　AIは学びの本質を変えるか

涯にわたる成功に不可欠な能力を育
むことはできません」。ニューヨー
ク市教育局の広報担当者であるジェ
ナ・ライルは、1月上旬にワシント
ンポスト紙に対してこう語った。
　教育界が陥ったこうした当初のパ
ニックは、理解できるものだった。
Webアプリとして一般に公開され
ているチャットGPTは、弦理論か
らシェイクスピアにいたるまで、ほ
ぼあらゆる話題に関する問いに答え
られる。生成された数千語のテキス
トはしっかりした構成で、しかも洗
練されている。チャットGPTが生
み出すエッセーは固有のもので、ま
ったく同じプロンプト（指示文）を
与えても異なる結果を出力するため、
書き手を見破ることは（実質的に）
不可能だ。「学生が学んだことをテ
ストする」という行為は教育の根幹
の1つだが、チャットGPTはまるで
そのあり方を壊してしまうかのよう
に思われた。
　だがそれから3カ月が経ち、見通
しはそれほど暗いものではなくなっ
てきた。記者は、チャットGPTの
ようなチャットボットが子どもたち
への教育にどのような意味をもたら
すのか、見直しを始めている数多く
の教師や教育者から話を聞いた。今
や多くの教師たちが、チャットGPT
は不正行為を働く者のための夢の機

械などではなく、教育をより良いも
のにしていくために有効な存在では
ないかと考え始めている。
　高度なチャットボットには、授業
の双方向性を高め、生徒たちにメデ
ィア・リテラシーを教え、各生徒に
合わせた個別の授業計画を作り出し、
教師たちの事務作業の時間を減らす
など、強力な授業支援ツールとして
利用できる可能性がある。
　デュオリンゴ（Duolingo）やクイ
ズレット（Quizlet）など、全米の高
校生の半数が利用しているデジタル
単語カードや練習ドリルを作成して
いる教育テック企業は、すでにオー
プンAIのチャットボットをアプリ
に組み込んでいる。また、オープン
AIは、教育関係者と協働してチャッ
トGPTが学校に与える可能性のある
影響について、ファクトシートを作
成している。オープンAIは、チャッ
トボットが書いたテキストを見分け
るための無料ツール（その精度は限
定的ではあるが）を開発する際、教
育者らに助言を求めたと述べている。
　「新たなテクノロジーの利用に関
しては、各学区や学校にとって何が
最善かを教育政策の専門家が判断す
べきだと私たちは考えています」。
オープンAIの広報担当者であるニ
コ・フェリックスは話す。「私たち
は全国の教育関係者たちに接触し、

校や大学の対応はすばや
く、断固たるものだった。
　2022年11月下旬、オ

ープンAI（OpenAI）がチャットGPT
（ChatGPT）を公開すると、わずか
数日のうちに大きな批判を受けるこ
とになった。馬鹿馬鹿しいほど簡単
に課題の不正ができてしまう、これ
は無料のエッセー執筆・試験対策ツ
ールだ、といった声が殺到したのだ。
　米国で2番目に大きな学区である
ロサンゼルス統一学区は、すぐに学
区内の学校のネットワークからオー
プンAIのWebサイトへのアクセス
をブロックした。他の学区もまもな
くそれに続いた。1月までに、米国
のワシントン州、ニューヨーク州、
アラバマ州、ヴァージニア州からオ
ーストラリアのクイーンズランド州
やニューサウスウェールズ州に至る
まで、英語圏の各学区がチャット
GPTを禁止し始めた。
　インペリアル・カレッジ・ロンド
ン、ケンブリッジ大学をはじめとす
る英国トップクラスの複数の大学は、
学生たちにチャットGPTを使った
不正行為をしないよう警告する声明
を出した。
　「チャットGPTは問いに対してす
ばやく簡単に答えを出せるかもしれ
ませんが、批判的思考力や問題解決
能力といった、学問的な成功や、生
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彼らにチャットGPTの可能性を伝
えています。これは彼らに人工知能
（AI）の恩恵と悪用の可能性を知っ
てもらい、それをどのように授業に
応用できるか理解してもらうための
重要な対話なのです」。
　だが、この方法で教育関係者たち
がイノベーションを起こすためには、
時間とリソースがかかるだろう。教
育関係者の多くは、過重労働、リソ
ース不足、厳密な成果評価といった
制約を抱えており、チャットボット
がもたらすチャンスを活かすことは
難しいからだ。
　チャットGPTが登場してからま
だ1学期も経っていない中で、チャ
ットGPTがもたらす持続的な影響
について語るのは早すぎる。確かな
のは、このエッセー執筆チャットボ
ットがこれから普及していく、とい
うことだ。チャットボットは今後さ
らに精度が高まり、見破ることが難
しくなっていく。課題の期限が迫っ
た学生たちの肩代わりをする能力に
関しては向上していく一方だろう。
チャットボットの禁止は無益などこ
ろか、逆効果にさえなりかねない。
「私たちは若者、学習者を、そう遠
くないうちにやってくる未来の世界
に向けて準備させるために、何が必
要なのかを問うべきです」。国際教
育技術協会（ISTE）のリチャード・
キュラッタ最高経営責任者（CEO）
はそう語る。ISTEは教育における
テクノロジーの活用を提唱する非営
利組織だ。
　これまでも、学校に革命を起こす
とされるテクノロジーの力は大げさ
に喧伝されてきたし、変革をもたら
す可能性を持つチャットGPTを取
り巻く興奮には、夢中になりやすい。
だが、これはそれ以上に大きなもの
に感じられる。AIはいずれにせよ、

授業に採り入れられることになるだ
ろう。私たちがそれを正しく理解す
ることが極めて重要だ。

ABCからGPTへ

　チャットGPTを取り巻く大げさ
な盛り上がりの大半は、それがいか
にテストで良い成績を残せるか、と
いう点に基づくものだ。実際のとこ
ろ、オープンAIがチャットGPTに
採用している大規模言語モデルの最
新版であるGPT-4を3月に公開した
際のポイントもそこにあった。司法
試験に合格できる！ 大学進学適性
試験（SAT）で1410点を取った！ 
生物学、美術史、環境科学、マクロ
経済学、心理学、米国史などのAP
試験で見事な成績を残した！ 「すご
い！」「やばい！」といった反応だ。
　一部の学区が完全にパニックにな
ってしまったのも、無理はない。
　だが後から冷静に考えると、学校
でチャットGPTを禁止しようとい
う声が即座に上がったのは、極めて
スマートなソフトウェアに対する愚
かな反応だった。「皆がパニックを
起こしました」。ボルティモア大学
の教育・学習担当部長であるジェシ
カ・スタンズベリーは話す。「私た
ちはそこで『よし、こんなものが出
てきたぞ。どう使えばいいんだろ
う？』と考えるのではなく、間違っ
た対話をしていたのです」。
　「大騒ぎしていたのです」と話す
のは、英国シェフィールド・ハラム
大学のデヴィッド・スミス教授（生
物科学教育学）だ。多くの学生たち
はチャットGPTを不正に利用する
どころか、スミス教授が話題にする
まで耳にしたことさえなかったとい
う。「チャットGPTが出始めたころ
に学生たちに聞いてみると、彼らは

『すみません、それは何ですか？』
といった調子でした」。
　それでも、このテクノロジーが大
変革をもたらすかもしれないと教師
たちが考えているのは正しい。オー
プンAIのチャットGPTやその後継版
であるGPT-4、さらにはグーグルの
バード（Bard）やマイクロソフトの
ビング・チャット（Bing Chat）の
ような大規模言語モデルは、確実に
大きな影響を世界に与えるだろう。
大規模言語モデルはすでに消費者向
け／ビジネス向けソフトウェアへの
実装が始まっている。何はともあれ、
多くの教師たちはこの新たなテクノ
ロジーの仕組みと、それが何を可能
にするのかを学生たちに教えるとい
う責任が自分たちにあることを認識
し始めている。「学生たちはそれが
非難されることを望んでいません。
彼らはその使い方を教えてほしいの
です」（スミス教授）。
　変化は困難なものになるかもしれ
ない。「いまだに不安は残っていま
す」とスタンズベリー部長は言う。
「しかし、その不安から抜け出せな
ければ、私たちは学生たちに損失を
もたらすことになります」
　スタンズベリー部長は大学内で、
教授や教職員たちがそれぞれの経験
をシェアし、抱えている不安につい
て語り合うためのワークショップの
開催を支援した。スタンズベリーの
同僚からは、不正への懸念や、仕事
を失うことへの不安の声が上がった
という。だが、話し合うことには意
味があった。「教員たちが抱えてい
た不安の中には、メディアが原因と
なっているものもありました」とス
タンズベリー部長は言う。「原因は
学生たちではなかったのです」。
　事実、2月にウォルトン・ファミ
リー財団が米国のK-12（幼稚園の

Feature

5



ットを禁止するよりもその課題を廃
止すべきだというのがクロンプトン
准教授の考えだ。
　私たちは学習の評価方法を変える
必要があると、ISTEのキュラッタ
CEOは言う。「チャットGPTは教育
評価を葬り去ったのでしょうか？ 
おそらくそれはすでに死んでいて、
長い間ゾンビ状態だったのです。チ
ャットGPTは、そのことを私たち
にはっきりと突きつけたのです」。

批判的思考

　ミシシッピ大学のライティング講
師・教育開発者のエミリー・ドナホ
ーは、チャットGPTが公開されて
からの数カ月で授業中の議論が変わ
り始めたことに気づいた。当初ドナ
ホー講師は、義務感から学部生たち
にチャットGPTについて話し始め
たが、今では最終的な結果への過剰
なフォーカスから教師たちが脱却す
るためにチャットGPTが有効かも
しれないと考えている。授業でAIに
触れ、それが生み出すものについて
批判的に考えることは、「学生たち
にロボットのように書いたり、成果
を出したりするよう求める」よりも、
教育に人間らしい感覚を与えうるの
ではないかとドナホーは語る。
　この考えは新しいものではない。
教師たちは数世代にわたり、「ブル
ームのタキソノミー（教育目標の分
類学）」と呼ばれる枠組みに従って
きた。これは1950年代に教育心理
学者のベンジャミン・ブルームが提
唱したもので、この枠組みにおいて
事実の基礎知識は、分析や評価とい
った他の学習形態の基盤にすぎない
とされている。ドナホー講師やクロ
ンプトン准教授をはじめとする教師
たちは、チャットボットがそうした

他のスキルを教えるのに有効かもし
れないと考えているのだ。
　かつてのドナホー講師は、ライテ
ィングの課題で学生に何らかのテー
マについての主張を書かせ、提出さ
れたテキストを採点していた。だが、
今学期は、学生たちにチャットGPT
を使って主張を生成させ、その主張
が特定の観衆に対してどの程度効果
的だと思うか、注釈を付けさせてい
る。そして学生たちの批評に基づい
てテキストをリライトさせ、それを
提出させている。
　このように課題を分解することは、
学生たちが本題からそれることなく
特定のスキルに集中することにもつ
ながる。例えば、チャットGPTに
初稿を書かせることで、白紙のペー
ジを気にすることなく課題の重要な
部分に集中できる学生がいることを
ドナホー講師は知った。「チャット
GPTは、必ずしもその課題の学習
目標の一部ではなく、特定の問題点
をクリアし、その先へと進むのに役
立ちます」（ドナホー講師）。
　スミス教授も、チャットGPTを
用いた課題で実験をしている最中だ。
チャットGPTを取り巻く不安は、
数年前のパンデミックで多くの教師
たちが経験した不安をスミス教授に
思い出させた。学生たちが家から出
られなくなったことで、教師たちは
グーグル検索で簡単に答えを得られ
ないような課題を出す方法を考えな
ければならなくなった。だがスミス
教授は、グーグル検索すること、つ
まり何を求め、その結果をどう判断
するかという行為自体が、教育する
価値のあるスキルだということに気
づいたのだ。
　スミス教授はチャットボットも同
じことではないかと考えている。学
生たちがライティングの課題にチャ

年長から高校卒業までの13年間を
指す）の教師1002人と12歳から
17歳の生徒1000人を対象に実施し
た調査では、教師の半数以上がチャ
ットGPTを使ったことがある（その
うち10%は毎日利用していると答
えている）のに対し、チャットGPT
を利用したことがある生徒はわずか
3分の1であることが明らかになっ
た。チャットGPTの利用経験者の
大半（教師の88%、生徒の79%）が、
ポジティブな影響があったと答えて
いる。
　さらに調査に回答した教師と生徒
の過半数が、次の意見に同意してい
る。「チャットGPTは、現代社会に
おいて学校が古いやり方を続けてい
くことはできないということを示す、
単なる一例にすぎない」。
　ヴァージニア州ノーフォークのオ
ールドドミニオン大学のヘレン・ク
ロンプトン准教授（教育工学）は、
チャットGPTのようなチャットボ
ットが学校をより良いものにすると
いう期待を持っている。
　多くの教育関係者が、学校は何度
も同じことを繰り返している、と考
えているのだとクロンプトン准教授
は言う。同准教授自身も、研究者に
なる以前の16年間はK-12の教師だ
った。成績評価に過剰に重きが置か
れ、学びへのフォーカスが不十分な
教育システムにおいて、チャット
GPTはもっと早くにやるべきだっ
た議論を、実際にせざるをえない状
況を作り出している。「私たちは教
育を変えることを長い間望んできま
した」。クロンプトン准教授はこう
話す。「私たちは何年も前から話し
合ってきたのです」。
　不正行為についてはどうか。チャ
ットGPTによって不正がやりやす
くなるなら、教師たちはチャットボ
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判的に考えさせたりすることで、よ
り深い学びにつながる教育方法だと
クロンプトン准教授は言う。例えば、
チャットGPTはディベートの相手
役を務め、学生の見解に対する反論
を生成することができる。学生たち
を自分と反対の考え方に絶え間なく
触れさせることで、チャットボット
は学生たちが自分の思考の弱点を探
すのに役立つかもしれない。
　また、母語が英語ではない学生の
場合は、チャットボットが文章の下
書きや既存の文書の言い換えに大き
く役立ち、競争環境の平準化に大き
な役割を果たす可能性があるとクロ
ンプトン准教授は指摘する。さらに
チャットボットは、特定の学習ニー
ズを持つ学生にも有益だ。例えば、
言葉よりも画像で学ぶ方が得意な学
生にニュートン力学を教えるようチ
ャットGPTに求めた場合、机の上

時、その教師はそれをバイアスにつ
いての対話の出発点に利用したとい
う。「メディア・リテラシーにフォ
ーカスするにはうってつけの方法で
す」とスタンズベリー部長は言う。
　クロンプトン准教授は、チャット
ボットによる教育改善について研究
している。テスト問題の作成やそれ
ぞれ読解力の異なる学生に合わせた
情報の要約から、同僚や保護者に送
るメールの下書きといった時間のか
かる運営業務支援まで、クロンプト
ン准教授は彼女自身の心が躍るよう
なさまざまな応用例をリスト化して
いる。
　チャットボットを利用するにあた
ってクロンプトン准教授が特に気に
入っていることの1つは、授業の双
方向性の向上だ。単なる丸暗記では
なく、学生たちに創造性を発揮させ
たり、ロールプレイをさせたり、批

ットGPTを使うことを望むなら、
スミスは提出するエッセー自体だけ
でなく、あるいはむしろそれ以上に
プロンプトを評価していくという。
「プロンプト内で使うべき言葉を知
り、そこから生み出されたものを理
解することは重要です。私たちはそ
の方法を教える必要があります」。

新しい教育

　このように変化しつつある態度は、
教師たちの役割の広範な変化を反映
しているとスタンズベリー部長は言
う。かつては授業から得るものだっ
た情報は、最初はオンライン、そし
てチャットボットと、今やあらゆる
場所から得られるようになった。い
ま教育者たちがすべきなのは、学生
たちに情報の見つけ方だけでなく、
どんな情報を信頼し、また信頼すべ
きでないか、そしてその違いの見分
け方を示すことだ。「教師たちはも
はや情報の番人ではなく、ファシリ
テーターなのです」（スタンズベリ
ー部長）。
　実際のところ教師たちは、大規模
言語モデルがたびたび生み出す誤情
報やバイアスにチャンスを見出しつ
つある。こうした欠点から建設的な
議論が始まる可能性があるとクロン
プトン准教授は言う。「完璧でない
ということがすばらしいのです」。
　教師は学生たちにチャットGPT
を使って特定のテーマについてのテ
キストを生成させ、その欠陥を指摘
させている。スタンズベリー部長の
同僚がワークショップで語った1つ
の例では、学生たちはチャットGPT
を使って印刷機の歴史についてのエ
ッセーを生成した。欧州や中国にお
ける印刷の起源についての情報を含
まない米国中心の反応が返ってきた

Feature
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